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近
況
報
告
で
は
、
初
参
加
の
3
名
は
定
年
後

の
歩
み
を
、
例
年
参
加
者
は
昨
年
か
ら
の
変
化

等
が
報
告
さ
れ
、
約
2
時
間
の
会
食
懇
談
を
終

え
た
。
終
了
前
に
、「
陸
修
偕
行
社
広
報
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
（
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
）」「
朝
雲
新
聞
（
令

和
6
年
3
月
15
日
発
行
）」
及
び
「
修
親
4
月
号

（
令
和
4
月
1
日
発
行
）」
を
説
明
し
、
陸
修
偕

行
社
の
発
足
に
伴
う
県
陸
修
偕
行
会
の
今
後
の

在
り
方
を
話
し
合
っ
た
。

　

2
時
間
に
及
ん
だ
花
見
は
、
秋
の
総
会
で
の

再
会
を
期
し
て
旧
弘
前
偕
行
社
を
後
に
し
た
。

　

な
お
、
翌
日
の
弘
前
駐
屯
地
創
立
56
周
年
記

念
行
事
も
市
民
約
2
5
0
0
人
が
訪
れ
、
観

閲
行
進
や
模
擬
演
習
を
楽
し
ん
だ
。

青
森
県
偕
行
会

　「
弘
前
忠
霊
塔
公
開
」に
協
力

青
森
偕
行
会
長　

稲
村
孝
司　

陸
自
75

　

昨
年
7
月
23
日
発
足
し
た
「
弘
前
忠
霊
塔
を

守
る
会
」
が
、
弘
前
桜
祭
り
に
合
わ
せ
て
4
月

28
日
、
29
日
の
両
日
と
、
5
月
3
日
か
ら
5
日

の
計
5
日
間
本
堂
、
納
骨
堂
、
礼
拝
の
間
な
ど

全
室
を
一
般
公
開
し
た
。
同
会
は
「
青
森
県
の

慰
霊
と
観
光
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
て
、
昨

年
8
月
の
お
盆
期
間
以
来
の
公
開
と
な
っ
た
。

　

時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
の
間

で
、
毎
日
2
名
の
役
員
が
説
明
に
当
た
っ
た
。

偕
行
会
員
は
3
日
間
6
名
が
担
当
し
、
小
生
は

5
月
4
日
み
ど
り
の
日
を
担
当
し
た
。

　

公
開
に
当
た
り
、
4
月
27
日
地
元
陸
奥
新
報

1
面
に
タ
イ
ト
ル
「
弘
前
忠
霊
塔
知
っ
て　

あ

す
か
ら
本
堂
な
ど
一
般
公
開
」
と
共
に
忠
霊
塔

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

公
開
翌
日
の
29
日
に
は
同
陸
奥
新
報
に
タ
イ

ト
ル
「
弘
前
忠
霊
塔　

手
を
合
わ
せ
戦
没
者
悼

む　

納
骨
堂
や
礼
拝
の
間
一
般
公
開
始
ま
る
」

と
共
に
、
礼
拝
の
間
で
手
を
合
わ
せ
る
観
光
客

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。
記
事
に
は
「
県
内
外

か
ら
50
人
を
超
え
る
観
光
客
が
足
を
運
び
、
本

堂
で
線
香
を
上
げ
た
後
、
礼
拝
の
間
や
納
骨
堂

で
手
を
合
わ
せ
た
り
、
展
示
室
で
特
攻
隊
員
の

記
録
資
料
な
ど
を
じ
っ
く
り
見
た
り
し
た
」。

ま
た
、
参
拝
者
の
「
特
攻
隊
員
の
遺
書
を
通
し

て
少
し
で
も
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

し
、
多
く
の
戦
没
者
を
供
養
す
る
忠
霊
塔
を
守

り
、
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
話
も
紹
介

さ
れ
た
。

　

同
会
発
会
後
に
、
忠
霊
塔
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
り
新
た
な
事
実
が
判
明
し
た
。
先
ず
、
忠

霊
塔
の
設
計
者
だ
っ
た
弘
前
市
出
身
の
「
川
元

良
一
」
の
詳
し
い
経
歴
が
判
っ
た
。
同
氏
は
東

京
で
数
々
の
近
代
建
築
を
手
が
け
、
丸
ビ
ル
や

長
崎
造
船
所
な
ど
、
三
菱
関
係
の
建
築
設
計
監

督
者
を
務
め
た
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
、
銀

座
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
（
現
奥
野
ビ
ル
）、
軍
人

会
館
（
の
ち
の
九
段
会
館
、
現
九
段
会
館
テ
ラ

ス
）
な
ど
を
生
み
出
し
た
。
昭
和
15
年
に
弘
前

忠
霊
塔
の
設
計
に
着
手
し
た
。
戦
後
の
昭
和
39

年
に
は
、
忠
霊
塔
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
軍
神

像
を
制
作
し
た
、
弘
前
市
出
身
の
彫
刻
家
・
三

國
慶
一
と
共
に
、
渋
谷
区
に
あ
る
「
二・
二
六

事
件
記
念
慰
霊
像
」
を
共
同
で
建
築
し
た
。
ま

た
、忠
霊
塔
の
文
字
は
菱
刈
隆
（
元
陸
軍
大
将
、

大
日
本
忠
霊
顕
彰
会
長
）
が
揮
毫
し
た
こ
と
も

判
っ
た
。

　

4
日
の
観
光
客
案
内
説
明
の
様
子
を
記
す
。

当
日
は
田
中
多
巳
夫
会
員
（
陸
自
95
、
83
歳
）

と
勤
務
し
た
。
午
前
8
時
に
は
忠
霊
塔
入
口
の

鍵
を
開
け
、入
口
に
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
共
に
、

偕
行
社
の
幟
旗
2
本
を
外
柵
の
入
口
左
右
に
立

て
た
。
来
場
者
に
は
、
先
ず
、
本
堂
前
の
常
時

開
放
室
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
青
森
県
戦
没
者
銘

板
・
2
万
9
1
7
6
柱
の
氏
名
と
約
1
7
0

0
の
骨
壺
を
説
明
す
る
。
あ
わ
せ
て
お
釈
迦
様

の
仏
舎
利
及
び
三
蔵
法
師
の
霊
骨
が
納
め
ら
れ

て
い
る
、
全
国
で
も
希
少
な
忠
霊
塔
で
あ
る
こ

と
を
加
え
る
。
引
き
続
き
、
本
堂
に
案
内
し
、

仏
舎
利
及
び
三
蔵
法
師
の
霊
骨
が
納
め
ら
れ
て

い
る
金
庫
と
弘
前
市
出
身
の
日
本
彫
刻
界
の
重

鎮
三
國
慶
一
が
昭
和
18
年
に
制
作
し
た
忠
霊
塔

の
本
尊
・
木
造
の
軍
神
像
を
説
明
す
る
。
次
い

で
、
拝
礼
の
間
を
通
り
第
1
展
示
室
で
は
、
戦

争
の
記
録
を
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
説
明
す
る
。
1

枚
目
の
パ
ネ
ル
は
タ
イ
ト
ル
「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

こ
そ
第
2
次
世
界
大
戦
の
最
高
責
任
者
で
あ

る
」と
昭
和
16
年
当
時
の
世
界
情
勢
を
述
べ
る
。

2
枚
目
は
タ
イ
ト
ル
「
A
B
C
D
包
囲
網
〜

追
い
詰
め
ら
れ
て
ゆ
く
日
本
〜
」
と
続
き
、
真

珠
湾
攻
撃
か
ら
マ
レ
ー
上
陸
戦
・
マ
レ
ー
沖
海

戦
と
5
枚
の
パ
ネ
ル
で
説
明
す
る
。
6
枚
目
の

タ
イ
ト
ル
「
学
徒
出
陣
」
で
は
、
日
本
も
開
戦

約
2
年
目
の
昭
和
18
年
10
月
に
は
、
戦
う
軍
人

が
足
り
な
く
な
り
徴
兵
猶
予
さ
れ
て
い
た
学
生

を
も
召
集
し
た
。
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
大
学

生
は
徴
兵
猶
予
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
日
本

と
同
じ
に
な
る
だ
ろ
う
と
強
調
し
た
。
次
い
で

「
硫
黄
島
の
玉
砕
」
と
続
き
、
最
後
の
パ
ネ
ル
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「
負
け
て
勝
っ
た
大
東
亜
戦
争
」
の
説
明
で
は
、

日
本
は
戦
闘
に
は
負
け
た
が
、
戦
争
目
的
で
あ

る
大
東
亜
・
亜
細
亜
の
植
民
地
解
放
は
達
成
し

た
。
侵
略
戦
争
で
は
な
く
英
米
仏
蘭
の
植
民
地

解
放
の
戦
争
を
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

引
き
続
き
、
納
骨
堂
4
室
を
時
計
回
り
に
案

内
し
、
第
2
展
示
室
で
は
、
特
攻
隊
の
記
録
を

写
真
、
遺
書
、
パ
ネ
ル
で
説
明
す
る
。
青
森
県

の
特
攻
隊
員
は
「
加
藤
幸
二
朗
陸
軍
少
佐
・
飛

行
第
六
十
二
戦
隊
」
他
33
名
で
あ
る
。

　

約
30
分
の
案
内
説
明
は
、
戦
没
者
の
慰
霊
と

顕
彰
、
大
東
亜
戦
争
の
意
義
理
解
に
寄
与
出
来

た
満
足
感
を
得
た
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

岡
山
県
偕
行
会

　令
和
6
年
度
定
期
総
会

広
報
担
当
理
事　

綱
島
俊
昭　

陸
自
81

　

岡
山
県
偕
行
会
は
、
去
る
5
月
12
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
、
岡
山
地
方
協
力
本
部
会
議
室

等
に
お
い
て
次
に
よ
り
、総
会
等
を
開
催
し
た
。

1　

定
期
総
会

　

参
加
者
は
、
元
自
衛
官
9
名
で
、
午
前
10
時
、

岡
総
務
理
事
の
開
会
の
辞
に
続
き
国
旗
に
敬

礼
、
続
い
て
国
歌
斉
唱
、
続
い
て
陸
自
75
期
角

南
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
、
議
事
に
入
っ

た
。

　

議
案
は
、
令
和
5
年
度
事
業
実
績
報
告
、
同

収
支
決
算
報
告
、
監
査
結
果
報
告
が
承
認
さ
れ

た
後
、
令
和
6
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
計

画
に
つ
い
て
審
議
し
、滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

特
に
、
令
和
5
年
度
事
業
実
績
報
告
で
は
、

事
業
推
進
施
策
と
し
て
「
忠
魂
碑
等
の
現
況
調

査
の
継
続
」
を
図
り
、「
吉
備
の
国
巡
礼
ウ
ォ
ー

ク
」
に
参
加
し
、
6
回
、
約
50
カ
所
の
忠
魂
碑

等
の
現
況
把
握
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
事
業
と
し
て
計
画
し
た
「
近

現
代
史
・
思
想
の
調
査
及
び
研
究
」
の
第
1
回

の
催
し
と
し
て
、
台
湾
有
事
並
び
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
の
現
状
と
見
通
し
に
つ
い
て
勉
強
会
を

実
施
し
、
参
加
者
相
互
の
意
見
を
交
換
す
る
と

と
も
に
理
解
を
深
め
た
。

　

令
和
6
年
度
事
業
計
画
で
は
、
方
針
と
し
て

「
世
代
交
代
に
よ
る
内
部
態
勢
の
充
実
を
図
り

つ
つ
、
偕
行
社
設
立
の
根
本
精
神
『
英
霊
に
敬

意
を
』『
日
本
に
誇
り
を
』
を
継
承
し
、『
郷
土

に
愛
を
』
に
思
い
を
致
し
て
、
戦
没
者
の
慰
霊

顕
彰
及
び
陸
上
自
衛
隊
へ
の
支
援
を
主
体
に
事

業
を
推
進
」
し
、
ま
た
「
近
現
代
史
・
思
想
の

調
査
及
び
研
究
を
実
施
す
る
」
事
を
重
点
に
事

業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
全
員
の
賛
同

を
得
た
。

2　

講
演
会
並
び
に
懇
親
会

　

そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て
、
今
回
初
め
て
の

岡
山
県
隊
友
会
と
の
共
催
行
事
と
し
て
、
11
時

30
分
か
ら
約
1
時
間
、
千
葉
科
学
大
学
客
員
教

授
で
元
中
部
方
面
総
監　

山
下
裕
貴
元
陸
将
の

講
話「
防
衛
技
術
の
趨
勢
と
日
本
の
安
全
保
障
」

を
拝
聴
し
た
。
山
下
氏
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

勃
発
後
、
様
々
な
メ
デ
イ
ア
に
登
場
さ
れ
情
報

を
発
信
さ
れ
る
と
と
も
に
、
執
筆
活
動
も
活
発

に
行
っ
て
お
ら
れ
て
、
爽
や
か
な
弁
舌
と
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
た
興
味
深
い
講
話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
て
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
13
時
15
分
か
ら
懇
親
会
を
実
施
し

た
が
、
岡
山
県
隊
友
会
と
共
催
の
た
め
参
加
者

も
多
く
、
ま
た
旧
知
の
O
B
と
も
再
開
し
て

現
況
を
交
換
し
合
う
な
ど
、
相
互
理
解
を
深
め

た
。

　

2
時
間
の
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
、
名
残
惜
し
か
っ
た
が
来
年
の
再
会
を

約
し
て
散
会
と
な
っ
た
。

埼
玉
偕
行
会

振
武
台
陸
上
防
衛
懇
話
会

　令
和
6
年
度
役
員
の
紹
介

事
務
局　

國
澤
輝
生　

陸
自
75

　

令
和
6
年
度
の
役
員
体
制
は
次
の
通
り
と
な

り
ま
し
た
。

〇
埼
玉
偕
行
会
役
員

≪

会　

長≫

　
　

中
村
幹
生　

陸
自
73

≪

名
誉
会
長≫

　

栁
澤
壽
昭　

陸
自
69

≪

副
会
長≫

　
　

川
島　

順
60
期

今
野
茂
雄　

陸
自
69　
　

國
澤
輝
生　

陸
自
75

黒
澤
利
光　

陸
自
75

≪

相
談
役≫

　
　

福
島
孝
夫
60
期

大
浦
誠
哉　

陸
自
60　
　

小
林
武
一　

陸
自
64

≪

常
務
理
事≫

　

幸
田
武
生　

陸
自
66

新
倉　

修　

陸
自
68　
　

大
音
師
忠
夫
陸
自
70

栁
澤
孝
興　

陸
自
71　
　

山
㟢
美
千
代
陸
自
74

本
田
幸
之
助
陸
自
87　
　

礒
田
健
一　
賛
助
会
員

≪

理　

事≫

　
　

藤
岡
勝
博　

陸
自
64

島
津
洋
一
郎
陸
自
69　
　

渡
邉
榮
樹　

陸
自
69

加
藤
愼
一　

陸
自
70　
　

剱
持
直
次　

陸
自
70

西
本
正
洋　

陸
自
75　
　

岡　

重
夫　

陸
自
76

菊
池
政
巳　

陸
自
77　
　

入
野
美
智
男
陸
自
77

杉
本
順
則　

陸
自
77　
　

中
川
義
章　

陸
自
78

五
反
田
勇
一
郎
空
自
78　

大
塚
正
征　

陸
自
79

竹
内
昭
彦　

空
自
医
80　

古
原
康
孝　

陸
自
81

小
林
博
史　

陸
自
82　
　

田
原　

計　

陸
自
82

西
脇
正
人　

陸
自
医
83　

内
山
恵
子　

陸
自
89

橋
本
一
雄　

陸
自
89　
　

坂
下
強
志　

陸
自
90

≪

監　

事≫

　
　

髙
岩
利
彦　

陸
自
58

俵　
　

豊　

陸
自
68

〇
振
武
台
陸
上
防
衛
懇
話
会
役
員

≪

会　

長≫

　
　

中
村
幹
生　

陸
自
73

≪

副
会
長≫

　
　

川
島　

順　

60
期

今
野
茂
雄　

陸
自
69　
　

國
澤
輝
生　

陸
自
75

黒
澤
利
光　

陸
自
75

≪

特
別
相
談
役≫

深
山
明
敏　

陸
自
57




